
東広島市教育委員会 生涯学習課

峯田 正史



人 口 １８６,６４９人

世帯数 ８３,４５２世帯

高齢化率 ２３．５％

【社会教育関係施設】

生涯学習（支援）センター ６

地域センター ３５

図書館 ５ 美術館 １

コミュニティハウス ２

東広島市ボランティア活動支援センター １



平成２９年度 社会教育関係職員研修

◆全体研修 ２回（全職員を対象）

◆基礎研修 １回（初任者を対象）

◆学習圏別研修 ２回（全職員を対象）

◆スキルアップ研修 ５回（希望者を対象）



【目 的】

◆専門性を発揮できる社会教育関係職員の能力・技能の向上（人材

育成）

◆研修の成果を市域全体で共有し、学習支援のネットワークを構築

【研修における視点】

◆東広島市の生涯学習の振興，社会教育の推進。

◆継続的，段階的な研修体制を組む。

◆実践的，体験的な研修プログラムの実施。

◆関係職員相互のネットワーク形成を図る。

◆職務への意識啓発に結びつき，意欲を高めるための工夫。

スキルアップ研修（訪問型研修）

【研修テーマ】

「社会教育ですすめる地域活性化支援のあり方」



第１回第１回第１回第１回 ６／１４（水）13：00～16：00

【講義】「地域づくり、人づくりを担う社会教育の役割」

【グループ別演習】「学びのプログラム『シートＡ』をつくる」

第２回第２回第２回第２回 ７／１４（金）13：00～16：00

【講義】「学びのプログラム『シートＡ』の検証（リデザイン）」

【講義・グループ演習】「学びを広め、深めるプログラムづくりのポイント」

第３回第３回第３回第３回 ８／２（水）13：00～16：00

【グループ演習】「学びのプログラム『シートＢ』の確認」

【講義・演習】「学びのプログラム『シートＤ』事業評価の方法とアンケート作成」

【交流】「学びのプログラム『シートＢ』の発表・相互評価とリデザイン」

第４回第４回第４回第４回 １０／３(火)

【事例研修】「先進的な実践に取組んでいる社会教育施設実地視察」

(大竹市立玖波公民館）

第５回第５回第５回第５回 １２／１３(水)13：00～16：30

【成果発表】「学びのプログラムへの取組みと評価」

【講義・講評】「評価を生かした社会教育事業の展開」

【研修内容】



講座づくりから実践まで
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黒瀬生涯学習センター 徳永 梢

安芸津生涯学習センター 上田 順子

川上地域センター 山田 早苗

寺西地域センター 中山 真理
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実施実施実施実施

（（（（DO））））

評価評価評価評価

（（（（CHECK））））

改善改善改善改善

（（（（ACTION））））

PDCA

サイクルサイクルサイクルサイクル

企画企画企画企画

（（（（PLAN））））

・課題を見つける。・課題を見つける。・課題を見つける。・課題を見つける。

・学習プログラムの作成・学習プログラムの作成・学習プログラムの作成・学習プログラムの作成

・会場設定、講師の選定・会場設定、講師の選定・会場設定、講師の選定・会場設定、講師の選定 などなどなどなど

・広報する・広報する・広報する・広報する

・準備する・準備する・準備する・準備する

・講座当日・講座当日・講座当日・講座当日

・受講者、来場者からの意見、・受講者、来場者からの意見、・受講者、来場者からの意見、・受講者、来場者からの意見、

言葉集め言葉集め言葉集め言葉集め

・学習成果の活用・学習成果の活用・学習成果の活用・学習成果の活用

・職員内での振り返り・職員内での振り返り・職員内での振り返り・職員内での振り返り



企画 【PLAN】
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・課題を見つける

・学習プログラムの作成

・会場さがし 講師の選定

など



• 自主サークルの高齢化・参

加者の減少

• もっといろいろ体験できる講

座を（未就園児もいっしょに

できるものも）

• 地域の子どもの減少

• 子どもの放課後の受け入れ

先がほしい
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地域住民の学習ニーズ地域住民の学習ニーズ地域住民の学習ニーズ地域住民の学習ニーズ 地域が抱える課題地域が抱える課題地域が抱える課題地域が抱える課題

• 高齢者の支援

（生活支援・学習支援）

• 新興住宅、住民どうしの交

流の場の充実

• 後継者の育成

• 世代間交流を図る

テーマ：テーマ：テーマ：テーマ： にぎやか♪すこやかにぎやか♪すこやかにぎやか♪すこやかにぎやか♪すこやか♪♪♪♪世代間交流世代間交流世代間交流世代間交流

音楽的イベントな

ら人が来る？！

自主サークルさ

んの活躍の場に

してみては？！



• 和太鼓のたたき方、楽しさ、

健康とのつながりを知るこ

とができる。

• 実際に体験することで、自

信につなげ、地域の人との

つながりを感じるようになる。

学習の目的・目標

• 高齢者が孤立しないように、

趣味などの生きがいを持つ。

• 老若男女が健康で安心し

て暮らすことのできる友達

作りの場を持つ。
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テーマ：テーマ：テーマ：テーマ： にぎやか♪すこやかにぎやか♪すこやかにぎやか♪すこやかにぎやか♪すこやか♪♪♪♪世代間交流世代間交流世代間交流世代間交流

学習目標学習目標学習目標学習目標
学習目的学習目的学習目的学習目的
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わかりやすくプログラム名はプログラム名はプログラム名はプログラム名は

対象者：市内在住60歳以上

参加費：無料

定 員：10名

対象者・・・・シニアのための対象者・・・・シニアのための対象者・・・・シニアのための対象者・・・・シニアのための

内容・・・・太鼓と健康内容・・・・太鼓と健康内容・・・・太鼓と健康内容・・・・太鼓と健康



第１回 10月4日（水）

はじめまして！太鼓ってこんな音

①知ること

学習テーマはシンプルにわかりやすく

②楽しむこと

③発表すること

各回の学習テーマ

太鼓の興味関心を高める。仲間意識につなげる。サークル

の立ち上げなど、自主活動につなげるきっかけづくり

健康の意識と和太鼓を関連付けることで、より長い期間を意

識して太鼓の練習に取り組むことができる。仲間意識をより

深めるきっかけづくり。

発表することで、これまで学習してきたことに自信を持つ。

来場者とともに体験することで地域住民と交流を図る。

第３回 11月4日（土）

よってきんさい！

シニアによる健幸！和太鼓発表会

第２回 10月25日（水）

太鼓と健康

～へー、こんなつながりあったんだ～
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講師主催者

やりたいこと。 出来ること。



●荒井 啓さん

介護福祉士として勤務しながら、

「和☆Ｒｏｃｋ」のメンバーとして活動中。

そのほか、1回目2名・2回目1名・

3回目（発表会）6名 すべて和☆Ｒｏｃｋメンバー

●和☆Ｒｏｃｋ

呉市を拠点に活動している和太鼓グループ。和太鼓のほか、篠笛・尺八などの和楽

器やギター・ドラムなどの洋楽器も取り入れた楽曲作りを行っている。メンバーは高校

生から20代。2016年、けんみん文化祭ひろしま和太鼓フェスティバルにて、最優秀

賞受賞。

【指導依頼の主な内容】

学習プログラム内容の確認。楽器に関すること。技術指導だけでなく、多く

の会話をしていただくこと、受講者の体調や意欲に合わせて内容も大幅な

変更の可能性があることをご了承いただけるか などを確認。

講師
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記録ノート
●学習目標の設定・練習の記録

9

名前を記入。

世界に一つだけの記録ノート。

自宅練習の取り組みはシールを

貼ってわかりやすく。

講座記録ページ



記録ノート

●写真の記録

●講師や職員からのメッセージ

●修了証書
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実施 【DO】
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・広報する

・準備する

・講座当日の細かな準備物、

スケジュール管理 など。



受講者

60代～70代の9名 （男性1名、女性8名）

黒瀬町 6名

その他 3名

●広報方法

市ホームページ

地域情報誌（フリーペーパー）

チラシ など
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第1回：はじめまして！太鼓ってこんな音

講師紹介、アイスブレイク（バチの貸与式・受講者の自己紹介）

講師演奏、太鼓についての基礎知識、準備運動、太鼓実践、課題曲発表、ふりかえり

●バチの貸与式

・自己紹介

●基礎打ちの練習

●講師の演奏

●課題曲
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アクシデントに対して・・・・・・

リハーサル時間が必要。発表会開始まで20分間、

来場者への対策が必要！

待っている時間待っている時間待っている時間待っている時間

来場者の方へスライドを見てもらう？！来場者の方へスライドを見てもらう？！来場者の方へスライドを見てもらう？！来場者の方へスライドを見てもらう？！

第第第第2回目も若干変更。回目も若干変更。回目も若干変更。回目も若干変更。



第2回：太鼓と健康

～へー、こんなつながりあったんだ～

第１回目の復習、太鼓と健康の関係を学ぶ、準備運動、課題曲練習、ふりかえり

●健康○×クイズ

●課題曲練習
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２回目講座の合間に一人一人メッセージカード作成。写真撮影。２回目講座の合間に一人一人メッセージカード作成。写真撮影。２回目講座の合間に一人一人メッセージカード作成。写真撮影。２回目講座の合間に一人一人メッセージカード作成。写真撮影。

●映像によるメンバーの取り組み紹介●映像によるメンバーの取り組み紹介●映像によるメンバーの取り組み紹介●映像によるメンバーの取り組み紹介



第3回： よってきんさい！

シニアによる健幸！和太鼓発表会①

最終打合せ、リハーサル、ビデオ上映

①受講者による発表

②講師による演奏

③来場者も一緒に太鼓体験-1 「まねっこドンドン」
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第3回： よってきんさい！

シニアによる健幸！和太鼓発表会②

④太鼓と健康クイズ

⑤来場者も一緒に太鼓体験

-2「みんなでひとつの輪になって」

修了式 ふりかえり
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評価 【CHECK】
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・受講者から、来場者からの意見 言葉集め

・職員内での振り返り



受講者の声

• 太鼓と健康のかかわりを知れてよかった

• 気分も身体も気持ちがよく、笑顔になれた

• 観客のみなさんと演奏できてとてもよかった

• 先生の言葉かけなどがシニアに優しく、やる気がでた

• 発表会を目標にこのメンバーで頑張れてよかった

• 講座が終わりさみしい…

ばちが取り上げられるような気持ち…
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来場者からの声
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・ かっこよかった。感動をありがとう。

・ 楽しかったです。

・ 腹に響く音。すごい！

・ 楽しいひと時を過ごしました。

・ 太鼓の持つパワーを改めて感じました。

・ とにかく楽しかったです！笑顔が健康の同府という事が印象に残っています。

・ 初めての和太鼓。ストレス無しに。ありがとう。

・ 体験楽しかった。またお願いします。

・ 素晴らしい演奏！わくわくしました♪

・ 発表会、おめでとうございます。3回めでの発表大変、素晴らしい出来で良かったです。

・ みなさん、とても楽しくいい笑顔で演奏されててみている私も楽しかったです。

息子も一緒にたたけて嬉しそうでした。

・ みなさんのやる気、元気、笑顔、素晴らしかったです。 ありがとうございました。



• 和太鼓のたたき方、楽しさ、健康と

のつながりを知ることができる。

• 実際に体験することで、自信につ

なげ、地域の人とのつながりを感じ

るようになる。

学習の目的・目標設定の評価

• 高齢者が孤立しないように、趣味

などの生きがいを持つ。

• 老若男女が健康で安心して暮らす

ことのできる友達作りの場を持つ。
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学習目標学習目標学習目標学習目標
学習目的学習目的学習目的学習目的

• 約半数が黒瀬地域の受講者ということから、地域のニーズにこたえる講座設定

ができていたのではないか。

• 受講者の声や受講態度などから、3回の講座を通して、互いを知り、講座を楽し

むことができていたことがわかる。

• 発表会を通して、世代間交流を行うことができた。

• 記録ノートを活用することで、互いに「見える」活動ができた。

• 受講前後に簡単な感想を話す時間、発表会後に修了式を行うことで、受講者が

振り返りやすい環境づくりに努めることができ、各自で振り返ることができていた。

• 内外の方から、多くのご協力を得ることができた。

評評評評 価価価価



改善 【ACTION】
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・各センターへの反映



改善案
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• 発表会の衣装調達や司会進行など、受講者に積極

的にかかわってもらう時間がとれなかった

• 講師との打合せが十分でなく、進行がもたついた

• 発表会の宣伝、集客があまりできなかった

⇒情報の共有、作業分担の明確化

講座開設までの期間は余裕をもつこと。

（講師に対して)できること、できないことの確認



まとめ
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・各職員が感じたこと

記録・保存 ⇒ 共有財産


